
共 同 研 究 講 座 紹 介 皮膚免疫微生物学共同研究講座

皮膚表面に共存する微生物にアプローチし「健康な皮膚」を
実現するため、ロート製薬からスクリーニング技術や創薬の技
術を、大阪大学が専門知識を持つ人材や医療・研究体制を
各々提供し合い、産学が連携して迅速に研究開発を促進させ
るための研究開発拠点として、共同研究講座を新たに設置い
たしました。
これまでの共同研究開発（2020～2022年度 アレルギー免疫
疾患統合医療学寄附講座）の研究成果や新規知見をベースと
し、アレルギー疾患の枠にとらわれない「炎症性皮膚疾患」、
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皮膚表面に常在する細菌やカビ、ウィルスなどの微生物の９割
は毛穴（毛包）に生息しています。これらの常在微生物がヒト
に与える影響、微生物同士の相互作用は未だ不明な点が多い
のが実情です。そこで我々は、以下の２テーマを軸とした研究
活動を行っていきます。

(１）常在微生物の乱れ (Dysbiosis) を伴う
       炎症性皮膚疾患の病態解明
尋常性ざ瘡などに代表される炎症性皮膚疾患は、Dysbiosis
がその疾患の病態に関わっていることがこれまでの研究で明
らかにされてきました。しかし、治療ターゲットとなりうる微生
物や、微生物に対するヒトの反応は明らかにされていない部分
がたくさんあります。症状を一時的に良くするだけではなく、
しっかり治してしまう方法や病気にならなくするような予防法
を開発しようと考えた時に、病態をリアルタイムで観察する新

「皮膚恒常性維持と老化」という、より大きなテーマに着手
し、皮膚疾患の新たな治療法・予防法の開発につなげること
が目的です。
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たな手法や、in vitro, in vivoの新規モデルの開発は急務であ
ると私たちは考えています。特に、常在微生物の多い毛包の炎
症モデルやヒトの３Ｄディバイスなどの、我々の研究室が独自
に保有する技術の最適化により、これまでに類のない病態を
リアルタイムで観測する手法を開発し、新規治療法や予防法
の開発に繋げようと考えています。

(２）皮膚恒常性維持が全身の健康寿命維持に与える
       影響解析
皮膚の恒常性が全身の老化や寿命に与える影響に関しては不
明な点が多いのが現状です。脊椎動物の寿命と体重の関係に
ヒトをあてはめると、寿命は26年あまりと予測され、実際に原
始のヒトの寿命は30年ほどでした。しかし、実際の寿命は、現
在、その３倍以上になっており、健康寿命の維持は喫緊の課題
であると考えています。我々の皮膚は、微生物以外にも様々な

刺激を外界から日々うけていま
す。外界刺激のうち、健康寿命
にプラスに影響する刺激を、細
胞内小器官に着目した免疫学的
老化、組織老化の速度の解析技
術を用いて探索し、皮膚を場と
した社会実装可能な健康寿命延
長技術を開発したいと考えてい
ます。


